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第１章 はじめに 
 
１-１ 背景 
 2020 年初めから⽇本でも新型コロナウイルス感染症の感染が拡がっている。⼀⼈ひとり
の感染予防⾏動が重要であることは⾔うまでもないが、このウイルスはクラスターと呼ば
れる集団感染によって感染拡⼤することが特徴である。感染拡⼤を防ぐには、感染との濃厚
接触が疑われる⼈物を早急に発⾒し、検査や⾃宅待機等の適切な対応をとることが重要で
ある。 

濃厚接触の可能性を本⼈に伝える仕組みとして、スマートフォンを⽤いて濃厚接触を知
らせる仕組みが世界的に普及している。我が国においても、COCOA と呼ばれるスマートフ
ォン⽤アプリケーションが 6 ⽉ 19⽇から導⼊された。厚⽣労働省によれば、COCOA を利
⽤することで、「利⽤者ご本⼈の同意を前提に、スマートフォンの近接通信機能(ブルートゥ
ース)を利⽤して、お互いに分からないようプライバシーを確保して、新型コロナウイルス
感染症の陽性者と接触した可能性について、通知を受ける」ことができる。このアプリは、
それがインストールされているスマートフォン同⼠でないと接触の記録が保存できないの
で、より多くの⼈(国⺠の 6 割以上とする説もあった)に普及することで濃厚接触者の特定
が早まり、感染拡⼤の防⽌につながると考えられている。しかし、COCOA の認知度や普及
率は未だ⼗分とはいえない。我々は、COCOA の普及率を⾼めるためにはどうしたらよい
のか疑問に思い、ポイントなどのインセンティブを付与することが COCOA のインストー
ルを促すのではないかと考えた。 

⼀⽅で、感染拡⼤防⽌のために⼈々が移動を⾃粛したり、営業短縮や勤務形態の変更など
がなされたりした結果、飲⾷店や観光産業をはじめとする多くの企業が経営難に陥るとい
う問題が発⽣している。政府は Go To キャンペーンを⽴ち上げて経済活動を促進ようとし
たが、⼈の移動や集中をもたらすことから感染拡⼤への懸念もある。外出⾃粛期間から⼀転
し、⼈々の外出する機会が増加したことは明らかであり、政府が外出・旅⾏を推進している
ことから、⼈々の新型コロナウイルス感染症に対する意識が低下したのではないかとも考
えられる。Go To キャンペーン実施下でもできるだけ感染拡⼤を抑制するための⽅策が必
要である。そこで、Go To キャンペーン利⽤時に COCOA のインストールや継続的な使⽤
が必須事項であれば、感染拡⼤を防ぐ有効な⼿段の⼀つになるのではないかと考えた。 
  
１-２ 接触確認アプリ「COCOA」、Go To キャンペーンの概要 
・接触確認アプリ「COCOA」とは 
 新型コロナウイルス感染症の陽性者と農耕接触した可能性のある⼈を確認するスマート
フォン向けアプリケーションである。正式名称は「COVID-19 Contact-Confirming 
Application」で、厚⽣労働省がリリースしており、利⽤者は無料でインストールできる。6
⽉ 19 ⽇から公開された。具体的にはスマートフォンのブルートゥース(近接通信)機能を使
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い、陽性と診断された⼈とおおむね半径 1メートル以内で 15 分以上接触した可能性のある
⼈に通知する。 
 もし⾃分が濃厚接触した可能性があった場合、1 ⽇ 1回更新されるアプリの「確認」画⾯
に表⽰される。続いて、息苦しさや倦怠感、それに⾼熱などの症状の有無や、⾝近に感染者
や感染が疑われる⼈がいないかなどの情報を⼊⼒する。必要がある場合は、検査の受診など
が案内される。 
 ⾃分⾃⾝が陽性者となった場合、⾃動で接触した⼈に通知が届くわけではなく、システム
から送信される「処理番号」を⾃分で打ち込んで登録する必要がある。この登録は義務では
なくあくまで任意であり、登録したとしても感染者が特定されることはない。 
・ Go To キャンペーンとは 
 2020 年初春より発⽣した新型コロナウイルスの感染拡⼤による、観光関連業界やそれに
関わる様々な業種の経済被害を救済し活性化するため、官⺠が⼀体となった需要喚起策と
して、国が打ち出した⼤規模キャンペーンである。 
 事業総額 1兆 6794億円が計上されており、豪⾬災害や地震災害で実施されてきた「ふっ
こう割」の 30〜80億円と⽐べてもケタ違いに⼤きな予算が組まれている。なかでも訪⽇外
国⼈旅⾏者が誘致できなくなった宿泊・交通・⼟産などの観光関連産業が受けた打撃が⼤き
かったことから、「Go To トラベル」には 1.1 兆円が投⼊され、旅⾏の需要が増えると⼤
きな期待を持たれていた。 
 「Go To トラベル」以外に、地元還元型のキャンペーンも引き続き予定されており、旅
⾏や⻑時間の移動を控える消費者も、⾷事などで割引を受けることができた。 
 実施期間は 2021 年 1〜3 ⽉頃までとされていた。 
 Go To キャンペーンは、①観光地等での宿泊、②飲⾷店の利⽤、③イベントへの参加、
④商店会の活動⽀援、を柱としているが、⼀般消費者にとっては以下の 3 つが主なもので
ある(アンケート実施時点で Go To イベントは公募段階であり、企画⾃体は始まっていな
かった)。 
①Go To トラベル 
 2020 年 7 ⽉ 22 ⽇開始、2021 年 1 ⽉末まで実施予定(12 ⽉ 18 ⽇から１⽉ 11 ⽇まで利
⽤を停⽌) 
 半額相当の宿泊割引やクーポンなどを付与(最⼤ 1 ⼈あたり１泊 2万円分)。 
②Go To イート 
 2020 年 9 ⽉中旬に、感染の⽐較的少ない地域から開始予定オンラインサイトで予約し
た消費者に飲⾷店(旅⾏先に限らない)で使えるポイントを付与(最⼤ 1 ⼈あたり 1000 円
分)。また、登録飲⾷店で使えるプレミアム付⾷事券(2 割引)を発⾏。 
③Go To イベント 
 アンケート実施時、イベント主催者を公募中であった。 
 チケット会社経由で、イベントのチケットを購⼊した消費者に割引・クーポンなどを付
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与(2 割引)。 
※新型コロナウイルスの感染拡⼤につき、2021 年 1 ⽉ 5 ⽇時点で Go To トラベル・イベ
ント・商店街は停⽌しており、Go To イートについても多くの都道府県で停⽌している。 
 
１-３ ＫＪ法による問題提起 
 我々はまず、ブレインストーミングを⽤いて意⾒を出し合い、KJ 法を⽤いて新型コロナ
ウイルス感染症に関する問題を書き出した。主に挙げられた問題は、⼤学内の問題、学⽣の
問題、社会全体の問題、経済の問題、ライフスタイルの問題、スポーツ・⽂化の問題、防災
の問題、国の施策に関する問題である。その中で COCOA と Go To キャンペーンに関する
意⾒について分類した。（図 1） 
 

 
図 1 KJ 法によって新型コロナウイルスに関する問題を列挙 

 
COCOA に関する問題として挙げられたのは主に以下の３つである。 
１． COCOA の普及率、認知度が低い 
２． GPS をオンにしないと使えない(Android)といったプライバシーに関する懸念(GPS

情報は使われてはいない) 
３． ⼊れるメリットよりもめんどくさいが勝ってしまう(特に若者) 

 
 Go To キャンペーンに関する問題として挙げられたのは主に以下の２つである。 

１． 感染症対策と経済の両⽴が実際にできているのか 
２． Go To キャンペーンを通じて感染再拡⼤してしまうのではという不安 
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１-４ ⽬的  
 １-１の背景から、本演習では、⼈々の新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知と、
Go To キャンペーンの利⽤意向と COCOA インストール受容性を調査することによって、
次の４点について明らかにすることを⽬的とする。 

１． COCOA インストールに対する受容性  
２． インセンティブ付与による COCOA のインストール受容性促進の可能性  
３． Go To キャンペーンがもたらした新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知・

感染 防⽌⾏動への影響  
４．  Go To キャンペーン申請時に COCOA インストール・継続使⽤を義務化すること

による COCOA インストール受容性促進の可能性 
 
１-５ 作業のフレーム 

本演習における作⽤の流れを以下の図 2 で⽰す。 
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図 2 作業のフレーム 

事前調査 

COCOA とGo To キャンペーンのシステムに関する調査 

KJ 法による課題の整理 

4 つの仮設の設定 

アンケート調査 

調査結果の分析 

提⾔ 

今後の課題提起 
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１-６ 仮説 
 10 代・20 代の若者は陽性者の多さと⽐較して無症状感染や軽症感染の場合が多い。こ
れが若者に新型コロナウイルス感染症への意識の低下をもたらし、重症化リスクがより⾼
い他の年代への感染拡⼤にもつながっていると思われる。したがって、若者に対して感染防
⽌の⽅策を提⽰することが、社会全体の感染拡⼤防⽌につながると考え、我々にとって⾝近
である筑波⼤⽣を中⼼に調査を進めるとともに、⽐較対象として筑波⼤学の教職員へも同
様の調査の協⼒依頼をすることにした。我々は、Go To キャンペーンやインセンティブ付
与を利⽤することによる COCOA のインストール促進に関して、以下の 4 つの仮説を⽴て
た。  

１． Go To キャンペーンの登場により、以前より新型コロナウイルス感染症に対する危
機感が低下し、感染対策が⾏われなくなった  

２． 「⾃分が新型コロナウイルスに感染する可能性は低い」と考えている⼈ほど Go To 
キャンペーンを利⽤している、あるいは利⽤したいと考えている  

３． Go To キャンペーン申請時に COCOA のインストール・利⽤が義務付けられるとし
たら、COCOA をインストールする⼈が増加する  

４． COCOA を継続的に利⽤することでポイントなどのインセンティブを得られるとし
たら、COCOA の普及率は向上する 

１-７ アンケート調査 
新型コロナウイルス感染症と Go To キャンペーン、接触確認アプリ COCOA への認識

を把握することを⽬的とし、また挙げられた様々な仮説を検証するべく、「新型コロナウイ
ルス接触確認アプリ COCOA の利⽤に関するアンケート」という内容でアンケート調査を
実施することにした。主に筑波⼤学⽣を対象とし、Microsoftの formsを⽤いて調査を⾏う。 
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第 2 章 調査報告
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第２章 調査報告 
 
２-１ アンケートの実施 

アンケート項⽬は⼤きく分けて 3 つあり、 
１． 新型コロナウイルス感染症に対する意識 
２． COCOA に関する内容 
３． Go To キャンペーンに関する内容 

である。それぞれの質問の例を以下に⽰す。 
1 に関する例としては「万が⼀、あなたが新型コロナウイルス感染症に感染した場合、死
亡もしくは後遺症が残る可能性について、あなたはどのように思いますか？」「新型コロナ
ウイルス感染症対策として、あなたが「現在」⾏っている対策を選択して下さい。」…(＊)
等 

2 に関する例として「あなたはスマートフォンにインストールして使⽤する「新型コロナ
ウイルス接触確認アプリ COCOA」の事を知っていますか？」「あなたは新型コロナウイ 
ルス接触確認アプリ COCOA を⽇常でどの程度利⽤していますか？あるいは、今後、利⽤
しようと思いますか？」等 

3 に関する例としては「「Go To キャンペーン」はあなたにとって魅⼒的な企画だと思
いますか？」「「Go To キャンペーン」を知って、新型コロナウイルス感染症に対する意
識の変化があれば教えてください。」等 
回答⽅式回答の⽅式は、質問によって異なり、単⼀選択式、複数選択式、記述回答式など
様々である。なお、挙げた例の中にある(＊)の質問では、図 3 のような表組み設問の⽅式
となっている。 

 
２-２ 単純集計 
２-２-１ アンケート概要 
 表 1 にアンケートの概要を⽰す。222 ⼈の回答者のうち、性別は⼥性 95 ⼈、男性 123 ⼈、
回答したくない 4 ⼈であった。所属は学類 1 年 25 ⼈、2 年 32 ⼈、3 年 19 ⼈、4 年 25 ⼈、

図 3 (*)の回答方式 



2020 年度都市計画演習 第１班 最終レポート 
 

13 
 

⼤学院 1 年 29 ⼈、2 年 34 ⼈、教職員 58 ⼈である。 
  

表 1 アンケート調査の概要 

調査⽅法 Microsoft forms 
調査対象 筑波⼤学関係者(学⽣及び教員) 

調査機関 
2020 年 11 ⽉ 16 ⽇〜11 ⽉ 25 ⽇ 

合計 10 ⽇間 
回答数 222 

 
２-２-２アンケート結果 
２-２-２-１ 新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知と感染防⽌対策 
回答者の新型コロナウイルス感染症に対するリスク認知を知るための、「新型コロナウイ

ルス感染症のあなた⾃⾝への感染の可能性について現時点で、貴⽅はどう感じています
か？」と「万が⼀、あなたが新型コロナウイルスに感染した場合、死亡もしくは後遺症が残
る 可 能 性 に つ い て 、貴⽅ は ど の よ う に 思 い ま す か？」 と い う質問 に 対 し 、

図 4、図 5 のような結果が得られた。 
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新型コロナウイルスのあなたご⾃⾝への感染可能性について、現時点
で、貴⽅はどのように感じていますか？

感染する可能性が⾮常に⾼いと
思う
感染する可能性が相当⾼いと思
う
ある程度感染する可能性がある
と思う
少しは感染する可能性があると
思う
感染することは全くないと思う
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図 4 感染リスク認知 

 
図 5 重症化リスク認知 
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万が⼀、あなたが新型コロナウイルスに感染した場合、死亡もしくは
後遺症が残る可能性について、貴⽅はどのように思いますか？

可能性は⾮常に⾼いと思う

可能性は相当⾼いと思う

ある程度可能性はあると思う

少しは可能性があると思う

死亡や後遺症が残ることは全く
ないと思う
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図 4 から分かるように、感染することはないと回答した⼈は全体の２%であり、ほとんど
の⼈は新型コロナウイルス感染症に対して感染リスクがあると認識していることが分かっ
た。⼀⽅で図 5 からは、死亡や後遺症が残ることは全くないと回答した⼈が全体の 10%以
上いることが分かる。ほとんどの⼈は感染リスクがあると回答しているが、感染しても後遺
症は残らないので、感染しても問題はないと考える⼈がいるのではないかと推測する。 
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4

新型コロナウイルスのあなたご⾃⾝への感染可能性について、現時点
で、貴⽅はどのように感じていますか？

感染する可能性が⾮常に⾼いと
思う
感染する可能性が相当⾼いと思
う
ある程度感染する可能性がある
と思う
少しは感染する可能性があると
思う
感染することは全くないと思う
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次に、新型コロナウイルス感染症の対策として⾏っていたことを、感染症流⾏初期(5 ⽉)
とアンケート実施時点(11 ⽉)で⽐較した。⽐較した結果は下の図 6 のようになった。感染
症流⾏初期の 5 ⽉では政府による緊急事態宣⾔が発動され、外出⾃粛を求められていたこ
ともあって、多くの⼈が外出を控えていたという結果になった。⼀⽅で、11 ⽉時点では、
学校や仕事が通常通り始まっていたことが原因なのか、回答者の 10%以下の⼈しか必ず外
出⾃粛をしている⼈がいなかった。更には、全く外出を控えない⼈が 2.3%から 20.3%まで
増加した。また、学校・飲⾷店等での⾷事時の対⾯、会話を控えるという⼈の割合も、他の
質問項⽬と⽐較して減少したことが分かる。加えて、5 ⽉初期は「三密」を意識してソーシ
ャルディスタンスの確保を意識するという⼈が多かったが、11 ⽉には、時々、または全く
ソーシャルディスタンスを確保しない⼈が増加した。これらの結果から、⼈々の新型コロナ
ウイルス感染症に対する対策が時間の経過とともに軽視されるようになってきていると考
える。 

  

1 10 10 

可能な限り外出を控える(Stay Home) 

外出時の可能な限りのソーシャルディスタンス確保 

外出時の可能な限りの３密を回避 

外出時・⼈近接時等のマスク着⽤ 

帰宅時の⼿洗いうがい 

帰宅時・外出先等での⼿指消毒 

学校・飲⾷店等での⾷事時の対⾯、会話を控える 

咳、くしゃみ時の咳エチケットを守る 

マスクを外す、または廃棄時の取扱注意 

図 6 感染対策 
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２-２-２-２ COCOA 
 本演習の⽬的である、COCOA のインストール促進のために、まず COCOA の認知度に
つ い て 調 査 し た 結 果 が

図 7 である。我々の班は COCOA の認知度が低いと推測していたが、予想とは全く異なり、
COCOA を全く知らない⼈は全体の 1 割しかいないことが分かった。約 7 割の⼈が、機能
も含めて知っているという結果になった。さらに、COCOA をインストールしているかどう
かという質問の結果は図 8 となった。COCOA について知っている⼈が 9 割いたにもかか
わらず、インストールしている⼈は半数しかいないことが分かった。さらに、2 割の回答者
はインストールしたくないと回答した。しかし、約半数の⼈は機能を知ったうえでインスト
ールしていることが分かった。 

また、COCOA をインストールしている⼈に対して、どのくらいの頻度で COCOA を利
⽤しているのか尋ねた結果が図 9 である。半数の⼈が「外出時には必ず利⽤する」と回答
している⼀⽅で、インストールしているにもかかわらず、「ほとんど利⽤しない」「全く利⽤
しない」と回答した⼈が約 2 割いることが明らかとなった。 
続いて、インストールしたくないと回答した⼈に、何故インストールしたくないのかとい

う理由を尋ねた(図 11)。最も多かった回答は「COCOA のインストール・利⽤が⾯倒、⾯
倒そうだから」であった。セキュリティ・プライバシー(個⼈情報や⾏動履歴の流出)に不安
を感じている⼈も多くいた。また、COCOA による感染症拡⼤防⽌の効果を実感できないか
らと回答した⼈も⽬⽴つ。 

図 7 COCOA 認知度 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

COCOAの機能を含めて知っている

COCOAの機能は知らないが、名前は知っている

全く知らない

あなたはスマートフォンにインストールして使⽤する「新型コロナウイル
ス接触確認アプリCOCOA」の事を知っていますか？

0 20 40 60 80 100 120 140 160

COCOAの機能を含めて知っている

COCOAの機能は知らないが、名前は知っている

全く知らない

あなたはスマートフォンにインストールして使⽤する「新型コロナウイル
ス接触確認アプリCOCOA」の事を知っていますか？
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図 8 COCOA インストール状況 

 

図 9 COCOA の利用状況 

 

0 20 40 60 80 100 120

インストールはしたくない
もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った
すでにインストールしている

あなたはCOCOAをインストールしていますか？
あるいは今後COCOAをインストールしたいと思いますか？

92

33

21

23

13
外出する時は必ず利⽤する（利
⽤：BlueToothをONにする）

距離関係なく時々利⽤する（利
⽤：BlueToothをONにする）

遠距離の場所に移動する時のみ利
⽤する（利⽤：BlueToothをONに
する）
ほとんど利⽤しない（BlueToothは
ほとんどOFF）

全く利⽤しない（BlueToothはいつ
もOFF）
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図 10 COCOA を利用する理由 

0

20

40

60

80

100

120

140

上記の設問で「外出する時は必ず利⽤する（利⽤：BlueToothをONにす
る）」「遠距離の場所に移動する時のみ利⽤する（利⽤：BlueToothをONに
する）」「距離関係なく時々利⽤する（利⽤：BlueToothをONにする）」と

お答えした⽅にお尋ねします。なぜ、そのように思った、思うのですか？

新型コロナウイルスに陽性の⼈と
濃厚接触した可能性について知ら
せてくれるから

検査の受診など保健所のサポート
を早く受けることができるから

⾃分がインストールすることで、
社会の感染拡⼤防⽌や集団免疫獲
得に貢献できるから
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図 11 COCOA 利用しない理由 
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図 12 COCOA による感染対策の変化 

 
 
 
次に、⽬的 2 を検証するための質問である「仮に COCOA の継続利⽤を条件としたボー

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

COCOAによる感染対策への変化

可能な限り外出を控えるようになった

外出時の可能な限りのソーシャルディスタンスを確保するようになった

外出時に可能な限り３密を回避するようになった

外出時・⼈近接時等のマスク着⽤をするようになった

帰宅時の⼿洗いうがいをするようになった

帰宅時・外出先等での⼿指消毒をするようになった

学校・店舗等での⾷事時の対⾯、会話を控えるようになった

咳、くしゃみ時の咳エチケットを守るようになった

マスクを外す、または廃棄時の取り扱いを注意するようになった

健康管理（バランスのある⾷事、適度な運動、休養・睡眠など）を⼼がけるようになった

触る可能性のある部分（エレベータボタン、ATM、液晶画⾯、バス・電⾞、お⾦など）への対
処・⼯夫をするようになった
不特定多数が利⽤するトイレ使⽤時の機器への接触配慮・⼿洗い・消毒をするようになった

変化はない

その他
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ナス制度(通常の買い物に使⽤できる通常のポイント(Tポイント、Pontaポイント、dポイ
ントなど)の付与、限定クーポンの配布)があるとすれば、あなたは COCOA を利⽤したい
と感じますか。」の回答結果が図 13 である。⽬的 2 はインセンティブ付与による COCOA
のインストール受容可能性の⽰唆であるが、この質問の単純集計だけ⾒てみると、インセン
ティブを付与されたら積極的に利⽤したいという⼈が約 5 割、興味があると回答した⼈を
含めると前向きな検討をしている⼈が約８割いることからインセンティブ付与による
COCOA のインストールの受容可能性は⾼いと考える。また、この質問で前向きな検討をし
ていると回答した⼈に、どのくらいのポイント付与があればインストールするかと聞いた
質問では、最も多かったのは「500 ポイント」であったが、10 ポイント、100 ポイントの⼈
もいた。 

 
図 13 ポイント付与による COCOA 利用意思 

 

仮にCOCOAの継続利⽤を条件としたボーナス制度（通常の買
い物に使⽤できる通常のポイント(Tポイント、Pontaポイン

ト、dポイントなど）の付与、限定クーポンの配布）があるとす
れば、あなたはCOCOAを利⽤したいと感じますか。

積極的に利⽤したい

継続的な利⽤は難しいが興
味はある
あまり利⽤したくない

全く利⽤したくない
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図 14 何ポイントで COCOA を利用するか 

 
２-２-２-３ Go To キャンペーン 

 Go To キャンペーンのそれぞれについての認知を調査した。図 15,図 16,図 17 を⾒てわ
かるように、Go Toトラベル・イートはほとんどの⼈に認知されており、商店街はあまり認
知されていないことが分かった。続いて、Go Toトラベルと Go Toイートの魅⼒について
尋ねた。魅⼒を感じない⼈もいるが、ある程度魅⼒を感じている⼈が多い(図 18)。 

 

 
図 15 Go To イート認知度 

 

前の質問で「積極的に利⽤したい」、「興味がある」と回答した⽅にお
たずねします。(Tポイント、Pontaポイント、dポイントなどの）ポイン
ト付与の場合、３ヶ⽉の継続使⽤後に付与されるとした場合、「最低」
何ポイント以上の付与であれば、COCOAをインストールしますか？

10ポイントでもインストール

100ポイントならインストール

500ポイントならインストール

それ以上のポイントでないとイ
ンストールしない

Go Toイート

内容まで知っている

名前だけ知っている

知らない
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図 16 Go To 商店街認知度 

 

 
図 17 Go To トラベル認知度 

 

 

図 18 Go To イート魅力度 

Go To商店街

内容まで知っている

名前だけ知っている

知らない

Go Toトラベル

⾮常に魅⼒的である

相当に魅⼒的である

ある程度魅⼒的である

少し魅⼒的である

全く魅⼒的ではない

Go Toイート

⾮常に魅⼒的である

相当に魅⼒的である

ある程度魅⼒的である

少し魅⼒的である

全く魅⼒的ではない



2020 年度都市計画演習 第１班 最終レポート 
 

25 
 

 

図 19 Go To トラベルを利用したい理由 

図 20 Go To トラベルを利用したくない理由 

 

図 21 Go To イートを利用したい理由 

0 20 40 60 80 100 120 140

経済的に困窮している飲⾷関連業界やそれに関
わる様々な業種を⽀援することになるから

⾮常にお得に⾷事ができるから

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

そもそもGo To キャンペーンの使い⽅が分からない、キャン
ペーン⾃体を知らなかったから

Go To キャンペーンに魅⼒を感じない、興味がないから

Go To トラベルで⼈出の主要な場所である東京都、⼤阪府な
どの⼤都市や、北海道などの⼈気観光地を中⼼に、再び新型コ

ロナウイルス感染者が増加しているから

わざわざ、⼈で混雑しているところに⾏って、新型コロナウイ
ルスに感染するリスクを上げることはしたくないから

0 20 40 60 80 100 120 140 160

経済的に困窮している観光関連業界やそれに関わる
様々な業種を⽀援することになるから

⾮常にお得に旅⾏ができるから
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図 22 Go To イートを利用したくない理由 

 
Go To トラベルを利⽤したい理由は図 19 のようになった。主な理由は「⾮常にお得に
旅⾏が出来るから」という回答であった。次に、利⽤したくない⼈の理由として挙げられた
のが、「わざわざ⼈混みに⾏って感染リスクを⾼めたくない」、次に多かった理由は、「⼤都
市や⼈気観光地などで再び感染者が増加しているから」という回答であった(図 20)。 
Go To イートを利⽤したい理由は図 21 のようになった。主な理由はトラベルと同様、

「⾮常にお得に⾷事できるから」であった。利⽤したくないという主な理由は、「⼈混みで
飲⾷して感染リスクをあげたくないから」であった(図 22)。 
 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他

Go To イートの制度設計に不公平感があると思うため利⽤した
くないから

そもそもGo To イートの使い⽅が分からない、キャンペーン⾃
体を知らなかったから

Go To イートに魅⼒を感じない、興味がないから

Go To イートで⼈出の主要な場所である東京都、⼤阪府などの
⼤都市や、北海道などの⼈気観光地を中⼼に、再び新型コロナ

ウイルス感染者が増加しているから

わざわざ、⼈で混雑している飲⾷店に⾏って、新型コロナウイ
ルスに感染するリスクを上げることはしたくないから
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図 23 COCOA 義務化の場合 Go To キャンペーンを利用したいか 

 
図 23 は、今後、Go To キャンペーンの利⽤に COCOA のインストールが必要となった
場合、インストールするかという質問に対しての回答である。新たにインストールしたうえ
で Go To キャンペーンを利⽤するという⼈が約 4 分の１いることから、Go To キャンペー
ンと組み合わせることは、COCOA のインストールを増加させるには良いきっかけになる
と考えられる。 

 
２-３ クロス集計 
得られたアンケートの結果を複数利⽤することで、クロス集計を⾏った。クロス集計の分
析結果は仮説検証に利⽤する。 
 図 24 は仮説１の検証にあたって、「Go To キャンペーンの開始によって意識が変化した
のか」という質問を年齢別に分けてクロス集計したものである。このグラフから、年代が若
くなるにつれて新型コロナウイルス感染症に対して脅威を感じなくなった、または Go To
キャンペーンの対象となる場所では感染リスクが低いと感じている⼈が多いことが分かっ
た。この原因としては、新型コロナウイルス感染症に感染をして重症化する⼈のほとんどが

すでにCOCOAをインストー
ルしているから、そのままGo 
To キャンペーンを利⽤する

新たにインストールした上
で、Go To キャンペーンを利
⽤する

Go To キャンペーンに参加す
る全員がCOCOAをインス
トールする義務を負うなら、
⾃分もGo To キャンペーンを
利⽤する
COCOAはインストールした
くないので、Go To キャン
ペーンは利⽤しない

COCOAインストールの如何
に関わらず、Go To キャン
ペーンは利⽤しない
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⾼齢者であり、若い⼈が死亡する事例が⽇本国内でほとんどみられないために「もし感染し
ても⼤したことはない」と考えている⼈が多く、このような結果になったのではと予想でき
る。 

 

図 24 年代別意識変化 

 
 次に、仮説２の検証にあたり、学⽣と教職員に分け、Go To キャンペーンの利⽤意向と
新型コロナウイルス感染症への感染意識に関する回答のクロス集計を⾏った。 
 まず、図 25，図 26 は Go Toトラベルの利⽤意向についての集計結果である。両者に
⾒られる⼤きな違いとしては、学⽣は感染リスク認知の有無にかかわらずどのグループに
おいても半数近くの⼈が利⽤経験があり、かつ今後も利⽤したいと回答している⼈で占め
た。その⼀⽅で、教職員は利⽤経験があり、かつ今後も利⽤したいと回答している⼈はリ
スク認知が少ない⼈のうちにわずかに存在する程度であり、リスク認知と Go Toトラベル
の利⽤意向の間で相関関係が成⽴していることが⾒て取れる。 

 
図 25 感染リスク認知と Go To トラベル利用意思(学生) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16歳以上19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代

コロナウイルスの脅威は弱まったと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅⾏ならば遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先への旅⾏に限らず遠出も安全だと思うようになった

Go To キャンペーンの提携先の飲⾷店であれば、会⾷などの複数⼈での⾷事も⼤丈夫だと思うよ
うになった
Go To キャンペーンの提携先の飲⾷店に限らず、会⾷などの複数⼈での⾷事も⼤丈夫だと思うよ
うになった
Go To キャンペーンの提携イベントであれば、⼤⼈数参加のものでも安全と思うようになった

Go To キャンペーンの提携イベントに限らず、⼤⼈数参加のものでも安全と思うようになった

変わっていない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学⽣

利⽤したことがあり、今後も利⽤したい
利⽤したことはないが、今後利⽤したい
利⽤したことがあるが、今後は利⽤するつもりはない
利⽤したことはなく、今後も利⽤するつもりはない

感染する可能性が⾮常に⾼いと思う

感染する可能性が相当⾼いと思う

ある程度感染する可能性があると思う

少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う
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図 26 感染リスク認知と Go To トラベル利用意思(教職員) 

 

 
図 27 感染リスク認知と Go To イート利用意思(学生) 

 

 
図 28 感染リスク認知と Go To イート利用意思(教職員) 
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利⽤したことはなく、今後も利⽤するつもりはない

感染する可能性が⾮常に⾼いと思う

感染する可能性が相当⾼いと思う

ある程度感染する可能性があると思う

少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う
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利⽤したことがあり、今後も利⽤したい

利⽤したことはないが、今後利⽤したい

利⽤したことがあるが、今後は利⽤するつもりはない

利⽤したことはなく、今後も利⽤するつもりはない

感染する可能性が⾮常に⾼いと思う

感染する可能性が相当⾼いと思う

ある程度感染する可能性があると思う

少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う
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利⽤したことはないが、今後利⽤したい

利⽤したことがあるが、今後は利⽤するつもりはない

利⽤したことはなく、今後も利⽤するつもりはない

感染する可能性が⾮常に⾼いと思う

感染する可能性が相当⾼いと思う

ある程度感染する可能性があると思う

少しは感染する可能性があると思う

感染することは全くないと思う
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 同様に、Go Toイートの利⽤意向についての集計も⾏った。教職員では Go Toトラベル
と似たような傾向が⾒られたが、その⼀⽅で学⽣に関しては利⽤経験があり、かつ今後も利
⽤したいと回答している⼈がリスク認知を⾼く感じている⼈の⽅が多く占めているという、
負の相関が成⽴していることが分かった。この理由としては、利⽤経験者の中で、Go Toイ
ートを利⽤してみて、店の対策に不安を感じたためリスク認知を⾼く感じている⼈が存在
しているからなのではと予想をした。 

 
図 29 仮説３と COCOA インストール状況 

 
仮説 3 の検証のために、COCOA のインストールの状況を聞く質問と、Go To キャンペ

ーンの利⽤について COCOA を条件としたときにどうするのかという質問を⽤いてクロス
集計を⾏った。COCOA について「もう少し機能を調べてからインストールをする」と答え
た⼈が約 7 割、「インストールはしたくない」と回答した⼈の約半分が「新たにインストー
ルした上で、Go To キャンペーン利⽤する」と回答しているということが分かる。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

すでにCOCOAをインストールしているから、そのままGo To キャンペーンを利⽤する

新たにインストールした上で、Go To キャンペーンを利⽤する

Go To キャンペーンに参加する全員がCOCOAをインストールする義務を負うなら、⾃分も
Go To キャンペーンを利⽤する
COCOAはインストールしたくないので、Go To キャンペーンは利⽤しない

COCOAインストールの如何に関わらず、Go To キャンペーンは利⽤しない
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図 30 Go To キャンペーン参加経験と COCOA インストール状況 

 
また同様に仮説３の検証のために、COCOA のインストール状況を聞く質問と、Go To キ
ャンペーンを利⽤したことがあるかという質問を⽤いたクロス集計も⾏った(図 30)。
COCOA について「もう少し機能を調べてからインストールをする」,「インストールはし
たくない」と回答した⼈は、利⽤したこともなく今後利⽤するつもりもないという⼈が多い
ということが分かる。 

 
図 31 COCOA インストール状況とインセンティブ付与による利用意思 

 
仮説 4 の検証のために、COCOA のインストール状況に関する質問と COCOA をインス

トールすることや継続利⽤することでポイント付与などのボーナス制度を設けた際に
COCOA を利⽤するかという質問を⽤いてクロス集計を⾏った(図 31)。「すでにインスト

0% 20% 40% 60% 80% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてから
インストールをする

すぐにインストールしたい
と思った

すでにインストールしてい
る

利⽤したことがあり、今後も利⽤したい
利⽤したことはないが、今後利⽤したい
利⽤したことがあるが、今後は利⽤するつもりはない
利⽤したことはなく、今後も利⽤するつもりはない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストールをする

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

積極的に利⽤したい 継続的な利⽤は難しいが興味はある

あまり利⽤したくない 全く利⽤したくない
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ールしている」,「すぐにインストールしたいと思った」と回答した COCOA インストール
に対して既に積極的な⼈たちほど、ポイント付与に対しての興味があり、これに対して「も
う少し機能を調べてからインストールをする」,「インストールはしたくない」と回答した
COCOA インストールに対して消極的な⼈たちにおいてはあまりポイント付与に関して⼤
多数の⼈が興味を⽰しているわけではない結果となっている。 

 

図 32 COCOA インストール状況と何ポイントで利用するか 

 
また同様に、仮説 4 の検証のために COCOA のインストール状況に関する質問とポイン

ト付与のボーナス精度が実際にあった際にどれほどのポイントなら COCOA をインストー
ルするのかという質問を⽤いたクロス集計も⾏った(図 32)。グラフを⾒ると、まず「すで
にインストールしている」,「すぐにインストールしたいと思った」と回答した COCOA
インストールに対して既に積極的な⼈たちほど少ないポイントでも許容してくれているの
に対し、「もう少し機能を調べてからインストールをする」,「インストールはしたくな
い」と回答した COCOA インストールに対して慎重な⼈でも、⾼いポイントが付与されれ
ばインストールする傾向にあるという結果が得られた。 
  

0% 50% 100%

インストールはしたくない

もう少し機能を調べてからインストー…

すぐにインストールしたいと思った

すでにインストールしている

10ポイントでもインストール

100ポイントならインストール

500ポイントならインストール
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第３章 仮説の検証 
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第３章 仮説の検証 
 
３-１ 仮説１ 
 仮説 1 を検証するために、「Go To キャンペーン」を知って、新型コロナウイルス感染症
に対する意識の変化があれば教えてください』という設問と回答者の年代別のクロス集計
を⾏った結果を図 24 に⽰す。 
この図を⾒ると、どの世代も多くは「変わっていない」と回答しているが、特徴的なのは 20
代の⼈は「変わってない」以外の選択肢にも多く回答していることである。Go To キャンペ
ーンを契機として、新型コロナウイルス感染症の脅威が少なくなったと判断している⼈が
少なからずいることが分かる。この原因としては、若年層の致死率、重症化率が低いとの報
道がされており、本アンケート調査でもその傾向が窺われるため、とも考えられるが定かで
はない。 

 
３-２ 仮説２ 
 今後(または今後も) Go To キャンペーンに参加したいと考える回答者の割合は、Go To
トラベルで約 7 割、Go Toイートで約 6 割に上った。仮説 1 での傾向がみられたため、回
答者を学⽣と教職員に分け、Go To キャンペーンへの参加意思と新型コロナウイルス感染
症への感染リスク認知についてクロス集計を取った。 
Go Toトラベルと Go Toイートの両⽅について、学⽣も教職員も、おおむね感染リスク認
知が低い回答者ほどキャンペーンへの参加意欲は⾼く回答した。感染リスク認知の⾼さと
Go To キャンペーンへの参加意欲の⾼さには負の相関があり、仮説が成⽴しているといえ
る。また学⽣は、感染リスク認知が⾼くてもキャンペーンへの参加意思を教職員よりも⾼く
⽰している。これについて、学⽣は新型コロナウイルス感染症への感染を教職員より恐れて
いない、⼀定の感染リスクを感じていてもキャンペーンによる感染リスクは⾼く捉えてい
ない、などの理由が考えられる。 
 Go Toイートについては、学⽣も教職員も、感染リスク認知が⾼い回答者ほど利⽤したこ
とがある割合が⼤きい。実際に Go To キャンペーン利⽤して感染症対策がされていないこ
とを実感し、「感染する可能性が⾮常に⾼い」を選択している可能性が推測できる。 

 
３-３ 仮説３ 
 仮説 3 を検証するために、「Go To キャンペーンの利⽤に当たって、COCOA インストー
ルと⼀定期間の使⽤を義務化する」ことに関する受容性を⾒た。それによると、⾼い割合を
占める「すでに COCOA インストール済」を理由として、そのまま Go To キャンペーンを
利⽤する」者を除いて、「新たにインストールした上で、Go To キャンペーンを利⽤する」
と答えた割合が⾼く(27.9%)、「COCOA インストールの如何に関わらず、Go To キャンペ
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ーンは利⽤しない」が続く(19.3%)。「COCOA はインストールしたくないので、Go To キ
ャンペーンは利⽤しない」5.8%、「Go To キャンペーンに参加する全員が COCOA をイン
ストールする義務を負うなら、⾃分も Go To キャンペーンを利⽤する」5.4%は少数であっ
た。 
この結果から、COCOA インストール済の⼈は当然として、COCOA インストール義務の
有無にかかわらず Go To キャンペーンを利⽤しない⼈を除けば、ほとんどの⼈が、Go To
キャンペーンを利⽤するに当たって COCOA をインストールすることを受容しており、仮
説は⼗分に成り⽴つと考えられる。 
また、上記の設問と COCOA インストールの現状及びインストール意向を問う設問のクロ
ス集計をとったところ「機能を調べてからインストールする」は約７割、「インストールし
たくない」は 1半数の⼈が Go To 利⽤のためにインストールすると回答をしているために、
義務化によるインストール者の増加は⼗分⾒込める。 
 
３-４ 仮説４ 
 インセンティブとして、COCOA インストール及び３ヶ⽉の継続使⽤によって、dポイン
トや ponta ポイントなどの流通しているポイントを付与することを条件に、数種類のポイ
ント数を⽰して、インストールの意向を尋ねた。 
 まず、図 13 におけるポイント数は関係なく単純にポイントを付与する制度を設けた際に
COCOA を利⽤するかどうかを尋ねたところ「積極的に利⽤したい」,「継続的な利⽤は難
しいが興味はある」と回答した⼈は約 7.5 割でポイント付与においては⽐較的良い印象を得
られていて、COCOA 継続利⽤においてポイントは効果的な⼿段のひとつであると考えら
れる。さらにポイント条件開⽰前の COCOA のインストール状況と上記質問のクロス集計
を⾏った結果は図 31 である。 
 図 31 のクロス集計の結果から、ポイント付与による COCOA インストール受容性には
効果があるが、インストールに消極的な⼈の中であまりポイント付与制度に興味を⽰さな
かったということについては新型コロナウイルス感染症に対してリスクが⾼いと感じてい
る⼈ほど COCOA が⾃分に必要かどうかがわかっているということが考えられる。 
 そして、具体的にどれほどのポイント数を付与するのかを仮定した上での COCOA イン
ストール意向に与える影響を調べたのが図 32 である。図 32 におけるクロス集計の結果か
らポイントによる効果は⾒込めるが普及率を上げるには付与するポイント数の設定を⾼く
する必要性が出てきてしまう。 
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第４章 提案 
以上のアンケート調査、及び仮説の検証結果から、COCOA インストール促進に向けた提

⾔を掲げる。 
COCOA インストール促進において、重要なことは他サービスとの連携であるというこ

とである。本演習では流通しているポイント、及び Go To キャンペーンを他サービスの例
として取り上げたが、どちらも連携を取り⼊れることで COCOA インストール受容性が上
がる可能性があるという結果が得られた。よって、他サービスと COCOA の連携を検討す
る価値は⼤いにあると考えられる。 

そして今回提⾔した他サービスとの連携は「権利型」と「義務型」の 2 つのタイプに分け
ることができる。 
４-１ 「権利型」の他サービスとの連携 

「権利型」の他サービスとの連携は COCOA のインストールをすることで特典、報酬が
もらえるタイプである。今回の調査ではポイント付与等によるインセンティブ付与がこれ
に当たる。COCOA をインストールしなければ今までと変わらないがインストールによっ
て今まで無かったものが得られるため、物欲のある⼈には効果的であるかもしれない。 
４-２ 「義務型」のサービスとの連携 

「義務型」の他サービスとの連携は他サービスを利⽤するには COCOA のインストール
が必要になるシステムである。今回の調査では Go To キャンペーンの利⽤に COCOA のイ
ンストールが必要になるというケースがこれに当たる。COCOA のインストールをしなけ
ればこれまで利⽤してきたサービスを利⽤できなくなるので、ある程度⼈々に強制⼒を持
たせることになる。今までの利便が無くなるのは嫌だと考える⼈には効果的だと考えられ
る。 
 
他サービスの性質を考慮して「権利型」と「義務型」のどちらのタイプで連携するかをう

まく判断できれば、COCOA のインストール促進につながっていくのではないだろうか。 
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第５章 反省 
本演習を通しての反省点を述べる。 
・アンケートの設問不⾜ 

 アンケートから分析を⾏おうとしたときに、欲しい情報が得られないことがあった。
アンケートの設問を考える段階で⼗分な検討ができていなかったことが原因である。 
・アンケートの結果を全て使わなかった 

 アンケートで 30 問もの質問項⽬を設けたにも関わらず、最終発表の際にそれらを⼗
分に活⽤できていなかった。 
・仮説の検証ばかりに興味が偏っていた、周辺の情報が不⾜していた 

 ⾃分たちで設定した仮説を検証することはしたが、もっと基本的な情報(アンケート
の単純集計によって得られるものなど)を得ようとしたり、そこから考察したりするこ
とが⼗分にできていなかった。 
・アンケートにバイアスがかかっていた部分があった 

 今回⾏ったアンケート調査では、インセンティブ付与や Go To キャンペーンとの連
携に関して、回答者に仮の状況を想像してもらう質問があった。このような⽅法で⾏っ
たアンケートの結果は現実の状況と必ずしも⼀致しない可能性があり、注意が必要で
ある。しかし、アンケートの設問を考える段階ではこの点に気づくことができなかった。 
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第６章 今後の課題 
他サービスとの連携において「権利型」に関しては新たに付与される特典を誰が負担する

のかという課題がある。「義務型」に関しては COCOA インストール拒否による他サービ
スの既存利⽤者の減少、新規利⽤者の獲得失敗につながる恐れがあり、その損失分を誰が保
証するのかという問題になりかねないと⾔える。またその結果が COCOA インストールを
避けることによって⽣じたものなのかを確認することが必要となる。 
 また、COCOA のインストール率が不⼗分である原因は他にもあるのではないかと考え
た。図 9 のグラフによると、COCOA は Bluetooth を使⽤するため、そこから個⼈情報が
特定されてしまう恐れもあると考えている⼈や、COCOA を⼊れることによるバッテリー
消耗などのスマートフォンへの負荷を懸念している⼈も⼀定数いることが分かる。これら
の不安を抱える⼈に COCOA をインストールするように促すためには、不安を取り除かな
ければならない。 
 不安を取り除く⽅法の⼀つとして、報道機関による PRを増やすよって、COCOA の安全
性を多くの⼈に伝えることができるのではないのだろうか。Go To キャンペーンに関する
報道は毎⽇ニュースで取り上げられている⼀⽅で、COCOA に関する報道は、ニュースや
コマーシャルといったテレビだけでなく、新聞紙、ネットニュースでもほぼ⾒かけない。そ
のため、⼈々に COCOA に関する情報を⽬にする機会を増やし、そこで安全性について強
調することによって不安が取り除かれインストールする⼈もいるのではないのだろうか。 
 もう⼀つの⽅法として、COCOA を⾝近なものとして導⼊すればインストールする⼈が
増えるのではないのだろうか。COCOA は厚⽣労働省が管理しているため、国と距離感が
あることによって情報が漠然となっている⼈も多いのではないのだろうか。そこで、市区町
村単位の⾃治体、企業や学校 COCOA を利⽤して健康、濃厚接触者の有無を管理すること
によって COCOA を⾝近に感じるようになることでインストールする⼈も増えるのではな
いのだろうか。例えば、筑波⼤学では現在紙による健康管理が⾏われているものの、それを
COCOA に変更することで新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤を防ぐための効率性、確
実性は向上する。 
 1 班での検証では COCOA のインストールを促進する⽅法として「ポイントによるイン
センティブ付与」「Go To キャンペーンの参加への条件付加」の⼆点に注⽬し、その可能
性について検証を⾏ったものの、その他にもインストールの促進⽅法として様々な案が考
えられる。それらの可能性についても検証を⾏い、⽐較や⽅法の複数案の融合をすることに
よって、より効率かつ確実なインストールの促進⽅法を⾒つけられることができると考え
られる。 
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付録資料 
Microsoft Formsによるアンケート調査の設問、および回答項⽬ 
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